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ボーリング柱状図
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軟質な火山灰土から成る崩積土で
ある。

砂岩の強風化部である。

風化・変質が岩体内部にまで及ん
でおり、原岩組織を全く～殆ど残
さない。

コアは固結した砂質粘土状で採取
され、クラックは認識できない。

GL-2.0m以深、固結度合いを高め
る。

土砂用ビット(メタルクラウン刃先
)により掘進可能。
GL-3,35m付近まで、コアは角礫状
～礫混り粘土状を呈す。
以深、3～5cmの短棒状～片状コア
を主体に採取されるが、岩塊硬度
は比較的低い区分にランクされる
。
亀裂はコアパック解放後に分離し
たもので、開口性亀裂は認められ
ない。
GL-4.95m付近、逸水を認める。
砂岩が強風化・強変質を受け、土
砂化した部分であり、岩性は殆ど
有していない。コアは固結砂状の
砂岩片を稀に含む礫混り粘土状で
採取される。
岩塊硬度は比較的低く、メタルク
ラウンビットで試錐可。
コアは斜状を主体とする細かい層
理の多発により礫状～3cm内外の
短棒状で採取される。又、層理の
集中部では層理目に沿う粘土化を
伴い、コアは粘土混り砂礫状を呈
す。
GL-7.65～7.9m間は頁岩粒子を優
勢し、石英分の細脈を挟在する。

GL-8.8m以深、概ね新鮮な感じを
受ける。
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